
選択必修

■ 日本企業におけるキャッシュレス化の現状と将来展望

■ 脱炭素社会に向けた自動車メーカーのSDGs経営

■ 脱・孤育てに向けたまちづくり

■ 駒澤大学生のコロナ下の不安・自粛政策の評価・将来ビジョン

■ サッカーにおけるペナルティキックのゲーム理論的分析

■ ファストファッションにおける競争戦略の潮流と将来展望

■ 新潟県燕市の地場産業の現状と課題

1年次 2年次 3年次 4年次

成長の
プロセス

選　択

一般教養科目や基礎的な経済学・
経営学を学びつつ、大学で学ぶさ
まざまな知識を体系的に修得でき
るような大学での学び方を身に付
ける。

経済学・経営学の基礎科目に加え
周辺領域の科目や演習科目の履修
を通じて専門性を高め、一層の
知識の深化を図る。

演習や専門科目の履修を通じて専
門的知識の修得に努めるとともに、
産学連携プロジェクトを通じて実践
的に学び、アントレプレナーシップ

（起業活動）の能力を身に付ける。

卒業論文の作成を通じて4年間
の学修成果を体系的にまとめ、社
会から求められる人材としての専
門性を確立する。

•	経済理論Ａａ／ｂ •	ミクロ経済学ａ／ｂ •	現代経済事情Ⅰ・Ⅱ •	現代産業事情Ⅰ～Ⅲ •	特殊講義Ⅰ・Ⅱ

•	演習Ⅰ•	経済学入門ａ／ｂ
•	情報入門Ⅰ・Ⅱ
•	キャリア・デザインａ／ｂ

•	演習Ⅱ
•	ビジネス・インターンシップａ／ｂ

•	演習Ⅲ
•	卒業研究
•	会計プロフェッショナルクラスⅢ 
（会計士／税理士）

•	会計プロフェッショナルクラスⅠ（会計士／税理士）

•	公共経済学ａ／ｂ
•	現代産業論ａ／ｂ
•	産業組織論ａ／ｂ
•	企業管理論ａ／ｂ
•	非営利組織論ａ／ｂ
•	キャリア・デザイン応用ａ／ｂ
•	契約理論
•	情報の経済学

•	法と経済学
•	制度の経済学
•	ファイナンス論ａ／ｂ
•	企業戦略論ａ／ｂ
•	グローバル・ビジネス論ａ／ｂ
•	企業統治論ａ／ｂ
•	企業と社会ａ／ｂ
•	人的資源管理論ａ／ｂ

•	ビジネスの歴史ａ／ｂ
•	ネットワーク組織論ａ／ｂ
•	市民と経済学
•	社会思想史
•	ボランティア経済ａ／ｂ
•	中小企業論
•	中小企業政策論
•	観光論

•	医療福祉経済論
•	コミュニティ・ビジネス論
•	協同組合論
•	経営学史ａ／ｂ
•	ビジネス事例研究
•	アントレプレナーシップ養成講座
•	外国書講読Ⅰ・Ⅱ（ａ／ｂ）
•	ＩＴ研究Ⅰ～Ⅴ
•	ＩＴインターンシップⅠ～ⅠⅤ

•	社会経済学ａ／ｂ •	企業経済学ａ／ｂ •	企業経営学ａ／ｂ

•	ゲーム理論 a ／ b •	現代企業論 a ／ b •	地域経済論 a ／ b •	アントレプレナーシップ論 •	事業創造論

•	会計プロフェッショナルクラスⅡ 
（会計士／税理士）
•	憲法ａ／ｂ
•	経済法ａ／ｂ
•	民法一部ａ／ｂ
•	民法二部ａ／ｂ
•	商法一部ａ／ｂ

•	商法二部ａ／ｂ
•	労働法
•	行政法ａ／ｂ
•	国際法ａ／ｂ
•	ビジネス英会話ａ／ｂ

•	経済学科の専門教育科目（P49）
•	商学科の専門教育科目（P51）

■選択必修:10単位
■選択:68単位

専門教育科目:78単位
全学共通科目:28単位
広域選択:18単位

※一部２年次より履修可能な科目があります。

※一部２年次より履修可能な科目があります。

卒業に必要な単位：124単位4年間の流れ

卒業論文テーマ・研究課題例

Message 在学生メッセージ 卒業生メッセージ

ゼミで、フェアトレードについて学んでいます。座学で
習っている時は、新興国の経済状況が悪いと聞いても
どこか他人事でした。しかし、実際にインドの人たちとや
り取りすることで、他人事ではなく自分事としてとらえら
れるようになってきました。好きな授業は「外国書購読」
です。これは英語で書かれたノーベル経済学賞の文献
と、SDGsの国連の文献を読み解く授業です。経済学
部にいながら英語の学修ができて、しかも世界中で広く
読まれている文献を読めるのは、私にとって新鮮でし
た。英語のほかにも、選択によってはフランス語、ドイツ
語、韓国語、中国語などで読む授業もあります。英語で
の文献は、途中難解なところもあり読み進めるのが大
変でしたが、その分読解力が上がった気がします。授業
以外でも、自分でいろいろ探して読んでみたいです。

アントレプレナーシップ論を学んだことで自分の進む
道が見えてきました。それまでは起業や事業創造なんて
考えたこともありませんでしたが、企業を経営すること
は経営者の生き方に通じることであり、『さまざまな人
の生き方』に触れたことで、自分の進路についても一層
真摯に考えるようになりました。体験型観光の実習で
は、さまざまな調査、地元の人 と々の意見交換を通じて
研究室で立てた仮説の実践を試みましたが、理論と実
態のギャップを埋めることの難しさや地域活性化につ
ながるような地場産業の成長を実現していくことがい
かに大変かを肌で感じることができました。これから
は、こうした経験を活かして、働き方の仕組みを考え、変
えていけるような仕事をしたいと思っています。

ノーベル経済学賞やSDGsの国連文献を
英語で読み解く力が身に付いた。

アントレプレナーシップ論を学んだことで
自分の進む道が見えてきました

吉津 実咲
現代応用経済学科
2023年卒業／

東京都立小平高等学校出身

勝間田 汐里
現代応用経済学科4年／
御殿場西高等学校出身

Topics

現代応用経済学科では世田谷6大学をはじめ、地域
住民、行政、周辺企業、商店街などとの協働研究の場
となる「ラボラトリ」を2018年4月に創設しました。世
田谷地域の多様な人 を々巻き込みながら、座学と実践
の両面から学べる場として、地域全体で起業活動を
促進し、新規事業の創出を目指しています。

駒澤大学地域協働研究拠点「ラボラトリ」

2024年度（予定）
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